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津井泰子
























































































































































































































自｜ 教授 学習過程 ｜ 予想される生徒の活動｜ 教師の主たる活動
－記録表
・既習、小学校の調理I.小 5 野菜いため
l と関連づけて考えさせ II 
・緑黄色野菜の栄養的特質｜発表させる ｜｜・緑黄色野菜の栄
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・野菜ソテーと｜・日常の食生活かR乾操、 I I 























































本時の単元 1日の献立を調理 生徒 2年3・4組女子39名
指導者北海道札幌東高等学校教諭安室広美




s I の献立を立てるこ ｜ 的
とができる ｜ ｜ 斉
｜ 目標の焦靴 適切な昼食（弁 0弁当にふさわしい献立
分 l 当）の献立を立て の条件















通して立てること （弁当）の献立をたてる グ 記録ノート
カ3できる 0一日の献立の中の昼食 ノレ T Pシート




・昼食（弁当）の｜ 0発表する ｜ 記




























































・米 ・魚・肉 ・野菜 ・食塩およびみ かる
その調理上の性質がわかる ・食品の保存（方法，期間，保管場所）
・米・角、・肉・卵・野菜およびくだ についてわかる




・米のでんぷんの糊化と老化 ・i由脂 ・乾めん ・卵の希釈性と凝固































































































ー食生活を適切に営む態 トー』ー 準備・まとめ 各 1時間






｜領域名 ！食物l ｜｜ 題材名｜日常食の潤理｜
時教 下 f立 ’ーイ丁 動 目 標 （本時の目標）
I 食事の重要性を考え、食事の役割について説明することができる
2 青少年期の成長の特徴を知り、栄養tの関係がわかる
青少年に必要な栄養の 3 青少年の栄養所要量を知り、 特に必要な栄養素とその理由を説明できる
特徴と摂取すべき食品
』 』 4 各食品の栄養的特質を食品成分表を使って調べる ことができる戸 を知り、日常食の献立
を考えることができる 』 5 青少年に必要な食品群別摂取量のめやすを知り、栄養所要量との関係がわかる
トー 6 自分の食生活の長所 ・短所を検討し、献立の必要性と条件を説明できる
』 7～B 自分の一日の食事を検討し、食品の栄養的組み合わせを考える
」 9～10 i～2食品を用いた献立の食品の過不足をととのえることができる
- I 調理の目的を考え、調理に必要な材料を選択し、 分量を説明することができる
調理の目的を考え、調 』 12 計量器の必要性と種類を知り、計量器の適切主使用方法を説明できる
理用具・食器の種類、








トー 28～21 米飯 さつま汁をつくる二とができる
』 22 肉 野ー菜塩の調理上の性質を説明できる
」 23 カレーライス 野菜サラダの調理計画を立てることができる
H計画山町卜ト 24～25 カレーライス・野菜サラダをつ〈るこtができる仕事を進め、協力し
日常食の間理ができ ー 26 魚塩・野菜の調理上の性質を説明できる
』 27 ムニエル・野菜のソテーの調理計画守立てることができる
トー 28～29 合 野菜の調理上の性質を生かして、ムニエノレ ソテーをつくることができる
- 30 卵焼きの作り方を知り、調理計画を立てることができる
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自分のまの世たく樫 世たく構でi$I'たく 手洗いで洗たく 服選びについて 組 く主 謀 知 技 輿 評
全 二 乾 ょた全 よ月た全 分が自お 9好まおにプ
着が合み よを生な 題 識 味
ま扶 く にーにま "' 比 母さ ワ？みをせか母きするラ/ 
かわ くの
くにし えせ 覚え下着 執自重燥 、すし で選んともら 言つ ん 物トてを 理
す I芦Zミ介- す二田－る丸. 着考 ての 揺 関ぷ行くうて 気を るえ い洗
動式機 るうい る ヶい て るた 也、 解 古住 ιし、 価
I 。 。 。 。 。× c c c c c 
2 。 。 。 。 ム c c c B c 
3 。 。 。 。 ム B B c B B 
4 。 。 。 。 。ム A A B A 
5 。 。 。A A 
6 。 ム
資料③の2 指導計画
子どもたちの課題 学習内容 下位行動目標との関連 評価のポイント
常着の日 I 
活動に適した着方を 子どもたち，それぞれが活動的場所，時間，目的を ・運動作業・休養にふさわしい誼 ・着る物を考えて来たか
調べよう ・考えた服装で， 777ションショ をーする中から活 服の条件が分かり，適した被服を ・目的に合った着方を考えてい
動に適した形，布地，色などを話L合う 選んで着用することができる るか
世田 害2 調和のとれた着方を ・色，柄，材質のちがいなども考えて自分たちの着て 日常着の調和のよい組み合わせ方が ・日常の衣生活町中に学習した調べよう いる服から，調和のとれた着方について話し合う わかり，日常生活で実践しようと ことを生かしているか
する。
服常
日 日常着の手入れは， ・汚れ，ほこり， 毛玉， しわ，ほころび等について， ・日常着の手入れの必要性や手入れ 入れのし方について気づいたか


























































































































































資料④の 1 2年 スカート評価表 （）組 （ ）番名前


























6 A ダーツ ・しるし通り縫えているか。
－縫いはじめの方法はよいか。（5 mm）先から縫い返


















8 態度 －今までの授業をふり返って 15 15 
言十 150 150 
32 津井：実践的態度を高める指導法の研究
資料④の2 自己評価カード





















(6）意欲的に学習に取り組んだか A B C 

























































































6 主題・目標 目実践計画等の発展 0相互評価表
意見交換 O意見交換 ・発表活動
7～8 夏休み HPの集中実践 • HP活動記録











※ 1) 2）は84横 1 3）は終了後 B 5横の 1/2 
1）発表記録














題材のとら｜内容の創｜計画の ｜研 究的 ｜ 家庭生活 ｜資料の ｜発表の
え 方l 意と工夫｜綿密さ｜な実践 ｜ に役立つ ｜工 夫 l態 度
大よよまよ！大よ よ まよ｜大よよまよ！大よよまよ｜大よよまよ｜大よ よ まよ｜大よ よまよ








































興味を持ってい聞いたか 大変興味を持ち 興味はもったが 興味はあまり湧かな軌也、に聞いた 途中であきた かったので不熱心
意欲的に取り組も号と思うか おもしろそうなの あま りやりたく
めんどうそうなの
でやりたいと思う ないが仕方ない でやりたくない








（下位行動目標） ／ ／」 ・自分の製作するスカー トをデザイン化す
1 日常着の種類を調べ、活動するための日常着の特 ／ ／ 一一；裂iii"oi尋ii長ゑmii＿.：＿..：；，~ii:--
／ ／」・スカートの製作計画をたてることができ微をあげることができる。 ／ノ／二















一ー 一一ー ノ ／」・裁ち方の手順を知町、能率よく裁つこと
一一一一一一一一一ーとができる。 ／ 
／ ／ ノー ・しるしつけの方法を知り、用具を正しく
布地に正しく型紙を配置することができる。一一一一／ ／ ／一一一ー 一一一一一一一切
／ 「・仮縫いの必要性を説明することができる。
縫いしろの分量を適切にとることができる。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿／ / メー・仮縫いの順序、方法を刷、本縫いを見
誤りの有無を点検し、縫いしろ線にそって正し ／ ／ f ・補助法を刷、必要に応じて補正する
裁つことができる。 ／ ／ 一
/ / ~ · ダーツを正しくミシン縫いし、糸のしま

























































ダーツを縫うことができる。 ノ ／ 一
/ / ／ー・わき（中心）をしるし通りに縫うことが縫いしろをしまつすることができる。一一一一一一一一／ ／／ ／／ 
あき止まりを縫うことができる。 ／ ／／ 「・ベルト布にベルトしんを縫いつけ、スカ
/ -1 ・ベルトの両端をミシン縫いし、縫いしろ
ファスナーをつける ζ とができる。 ／ ／／／つ
------ 」 ．ベルト布を裏に返し、まつり縫いするこ




すそのしまつをすることができる。 ---- 一一一ー 一一一一一一一
一一一一一・仕方げ馬の使い方を知り、アイロン仕上かぎホックをつけることができる。
アイロン仕上げをすることができる。一一一一一一一一一～～～～ 「・使用した裁縫用具、裁縫ミシンを点検し、
＆噌 ～～～斗 ・ 省事項を記録表に記入することができ















































「 「 1 製作するスカートの手順がわかる。
る。 」 」 2 製作時間や作業工程を考慮L、製作針函表をつくることができる。
「ー 1 スカートの製作に必要な採寸箇所がいえる。 4 採寸結果から各自の体型の特徴がつかめる。
きる。 「 ｜
トー 斗 2 正しい採寸のしかたがわかる。
ができる。 ー」｜











3. 附層品 （ファスナー、ベルトしん、かぎホ ック、縫い糸）
ることができる。 ・裁縫ミシン、電気アイロン「 「 1 用具の使い方がわかり、用具を正しく取り扱うことができる。
取扱い方を説明できる。 」 」 2 裁縫ミシン、電気アイロンを安全に取り扱うことができる。
「 I.布に適した地直しのし方がわかる。
区別し正しく布に型紙を配置することができる。「
ト--1 2. 布目 （たて よこ）に合わせて型紙の配置ができる。
見が確認できる。 --' I 
」 3 経済的な型紙の配置のし方が工夫できる。















知り、縫いしろのしまつができる。 一一一一一ー 1 布地仁適した縫いしろのしまつができる。
「 I.あき止まりとファスナーの長さの関係がわかる。 3. あき止まりからすそまで、ミシン縫いができる。
とができる。 一一一→
」 2.あき止まりに返し経いができる。
「 I. ファスナーをつける順序がいえる。 3. 7ァスナーを置き、 しつけをかけることができる。
しく縫うことができる。 一一一→
」 2. 7 7スナーのつけ方がわかる。 4 7ァスナーをきれいに、じようぷにつけることができる。
「 1 左右のわき縫いができる。 3. 縫いしろにアイロン仕上げができる。
できる。 一一一--j
」 2 縫いしろのしまつができる。
ート布とベルト布を合わせることができる。 「 「 1 ベルトつけの順序、つけ方の要点がわかる。 4.縫いしろをまつり縫いすることができる。
をしまつすることができる。 ト--1 2. ベルト布にベルトしんを縫いつけることができる。
とができる。 」 」 3 ベルトの両端をミシン縫いし、ベルトの縫いしろを折りこむことができる。
r-I まち針をうつj闇序がわかり、まち針をうつことができる。 3. すそ線をなだらかにしてまつり縫いする
ができる。 一一一」







あとしまつができる。 「 「 I 裁縫用具、裁縫ミシンの後しまつができる。
る。 ト--1 2. スカ トー製作を通しての感想、反省をまとめることができる。
ることができる。
発表できる。







































































































































































































10）津井泰子（代表）：北海道家庭科教育協会研究大会要項 （昭和60,61, 62) 
